
自分らしい人生をあなたに。

2026年10月 改訂

練馬

「ＳＯＭＰＯケア そんぽの家」ブランドの
特長など、詳細情報はこちら ホームの様子がわかる「ホームだより」はこちら

ホームアクセス

2007年3月1日

63室（66名）

公共交通機関でお越しの場合
【鉄道をご利用の場合】
都営大江戸線「練馬春日町」駅より徒歩約16分。
西武池袋線「富士見台」駅より徒歩約17分。
西武池袋線「中村橋」駅より徒歩約17分。
西武池袋線「練馬高野台」駅より徒歩約18分。
都営大江戸線「光が丘」駅より徒歩約20分。

【バスをご利用の場合】
西武バス：「練馬」駅北口4番のりばより、「成増町」行
（練馬42）乗車、「高松二丁目」バス停下車（所要約7
分）。バス停より徒歩約3分（約170m）。

「ＳＯＭＰＯケア そんぽの家 練馬」施設概要 ●居室設備: 暖房便座機能付トイレ、洗面台、クローゼット、冷暖房エアコン、緊急通報装置、スプリンクラー、TV
端子、睡眠測定センサーほか ●共用設備: 食堂・ラウンジ（2～6階）、機能訓練室、特殊浴室、個浴室、洗濯室、エレベーター、共用トイレ、理美容室、健康管理
室、相談室ほか ●入居対象：概ね65歳以上で、入居時要支援・要介護の方 ●類型：介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護） ●土地・建物
の所有形態：賃借 ●居住の権利形態：利用権方式●利用料の支払い方法：選択方式 ●介護居室 区分：全室個室 ●介護にかかわる職員体制：3.0:1以上

※ 徒歩分数は、1分80m以下で算出しております。
※ バスの表示分数は日中平常時の標準時間です。時間帯により多少、異なります。

〒179-0075 東京都練馬区高松3-1-18
03-3998-3156
03-3998-3157

　　　　TEL：
FAX：

田柄高校光が丘公園

練馬光が丘病院

高松病院

順天堂大附属練馬病院

拡大図

そんぽの家
練馬

そんぽの家 練馬



一人ひとりの人生にケアを。

プライベートな時間を大切にできる個室仕様の住空間。

自分らしくのびのびと過ごせる居室

※1：24時間常時介護体制については、ご入居者さまの実態に応じて追加配置します。   ※2：提携医の詳細については、お問い合わせください。

我が家にいるような暮らしをコンセプトにした居室は、プ
ライバシーに配慮した個室が基本。自分の時間をお持ち
いただくことで、心のゆとりや自発性、自立度の向上にも
つながります。憩いの場となるダイニングは、明るい気分
を誘う広々として開放的な空間づくりを大切にしています。

自分らしい生活空間

自分の時間を大切にできる
多彩なスペース

毎日食べても飽きない「家庭的な食事」を、お一人おひと
りのお身体の状態に合わせて提供します。和洋中とバラ
エティに富んだメニューは、ホーム内のキッチンで仕上げ
るため、いつも温かい状態。栄養バランスはもちろん、関
東・関西と、地域ならではの味付けにもこだわっています。

お一人おひとりの状態に適した食事

お身体に合わせた食事を
安定した品質でお届け

ご自宅で過ごすのと同じような環境づくりを大切にした
個室仕様の“住まい”が、これまでと変わらない
ありのままで暮らす日々を叶えます。

24時間、介護が必要な方をサポート。※1 提携医は月2回
以上往診し、日々の健康管理に努めています。もちろん、
受診は任意です。主治医がいない場合は、ご希望に応じ
て取次ぎも可能。緊急時はケアスタッフが主治医に連絡、
指示を仰ぐ※2といった、安心して快適に暮らすための連携
ができています。

快適と安心を支えるホーム体制

24時間体制で、
介護と医療を連携

適切なケアを支えるデータ・テクノロジー。

業務を効率化し、人にしかできないケアに注力。
ＳＯＭＰＯケアのホームでは、ご入居者さまの何気ない会話や触れ合いなど、人と人の心が
通いあう時間を大切にしています。データ・テクノロジーの積極的な活用は、スタッフの業務
時間のゆとりを生み出し、人にしかできないケアの品質を高めることにつながっています。

睡眠測定センサー
SOMPOケアの介護付きホーム全室に導入しています。ベッドの
マットレス下に設置することで、寝返り、呼吸、心拍などを測定し、
睡眠状況がリアルタイムで把握可能です。

データの活用と分析
SOMPOケアではスタッフの日々の関りに加えて、ご入居者さま
に関し収集したデータを分析しています。
さらに、「AI分析の仕組み」を活用して重症化リスクを予測します。

データ・テクノロジーの
詳細情報はこちら

収納クローゼット

※居室内の設備・配置および居間の広さ・形は、ホームによって異なる場合がございます。

車椅子でも使いやすいトイレと洗面台

洗面台

居  間

トイレ
ベッドから降りなくても、ケア・
ナースコールや機器の操作が
できるよう利便性を考慮し、
ボタン、スイッチ、リモコン類を
枕元に配置しました。

日常お使いになるスイッチや
リモコン類を枕元にまとめて配置。


